でも 精魂 こめて 描きたい と 願った が、 今日で はどう か 

すると 自分の 生涯と それ を 育てた ものが、 全て 瓦礫に 

等しい ので はない かとい ふ 虚無 感に突 落される- J とも 

ある。 悲惨と 愚劣な ものが あまりに 強烈に 執拗に のし 

かかって くるから だ。 もともと 私の やうに 貧しい 才能 

と 力で、 作家 生活 を 営もうと する ことが 無謀であった 

のか もしれ ない。 もし 冷酷が 私から 生 を 拒み 息の根 を 

塞ぐなら 塞ぐ で、 仕方のない ことで ある。 だが、 私 は 

生 あるかぎり やはり この 一 すぢ につな がりたい。 

それから 「死」 も 陰惨き はまりない 地獄 絵と してで 

はなく、 できれば 静かに 調和の とれた ものと して 迎へ 



底本： 「日本の 原爆 文学 1」 ほる ぷ 出版 

1983 (昭和お) 年 8 月 ー 日 初版 第一 刷 発行 

初出 ： 「日本 評論」 

1951 (昭和^) 年 5 月 号 

意 ぉ冋 

》 「人の 世に 見捨てられて 死んで ゆく 少女の ィメ ー ジ 

の 美し さが 狂 ほしい ほど 眼に 沁みた ご の 文 は 他の 本 

では 次のようにな つてい る。 

「定本 原民 喜 全集 n」 (青 土 社 19 78 年 9 月^日 

発行) では 「人の 世に 見捨てられて 死んで ゆく 少女の 

最後の ィメ— ジの 美し さが 狂 ほしい ほど 眼に 沁みた ご 



とされて おり、 「最後の」 という 言葉が 入って いる。 

「原民 喜 全集 第二 巻」 (芳賀 書店 初版 発行 昭和^ 

年 8 月 ほ 日) でも 同様に、 「最後の」 という 言葉が 入つ 

ている。 

※冒頭の 「お前が 凍てつ いた 手で」 は、 底本 第 ー 刷で 

は 2 字 下げに なって いますが、 第 2 刷と 第 3 刷、 及び 

「定本 原民 喜 全集 n」 (青 土 社 1978 年 9 月^日 

発行)、 「原民 喜 全集 第二 巻」 (芳賀 書店 初版 発行 

昭和^ 年 8 月^日) では 1 字 下げに なって いますので 

本 ファイル でも 1 字 下げに しました。 

入力 ： ジェ ラス ガイ 



校正 ： 砂場 清隆 

2 oo 2 年 9 月^日 作成 

2003 年 5 月；；； 日. ^正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozorpgr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



